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広島県においては中山間地域に棚田が数多く分布し,

国の施策である中山間地域等直接支払制度の対象となる

100分の１以上の傾斜農用地水田の割合が79％であり,

全国平均 (27％) や中国地方 (49％) と比べて極めて高

い (農林水産省, 1993)｡ 傾斜度の高い地域では, 圃場

整備によって畦畔法面が大型化している｡ 広島県の傾斜

度20分の1以上の急傾斜地域における圃場整備率は38％

(平成15年度末現在, 全国5位) と比較的高い水準である

(広島県農林水産部農林整備局, 2008)｡ このため, 広島

県における圃場全体に占める畦畔面積の割合は極めて高

く, 田畑を合わせた畦畔面積率は9�3％で, 山口県, 長野
県, 岡山県に次いで全国第4位となっている (農林水産

省, 2007)｡ 広島県の中山間地域では過疎化や担い手の

高齢化に伴い, 畦畔植生管理に携わる労働力不足が深刻

化している｡ 圃場整備による水田の大区画化は, 高能率

大型機械や省力防除技術などの導入に伴って, 本田管理

作業の省力化をもたらした｡ その一方で, 畦畔植生管理

のほとんどが肩掛け式または背負式の動力刈払機を用い

た草刈り作業によって行われている｡ 草刈り作業は肉体

的に過酷な労働であり, 急傾斜地の圃場整備田の大型法

面では作業効率が極めて悪く, 大きな危険を伴う｡ 畦畔

植生管理に要する多大な労働負担は, 農作業の受委託や

経営規模の拡大に大きな障害となっており, 耕作放棄地

増加の一因ともなっている｡ 友正ら (1994) は, 労力不

足の中で水稲生産作業の機械化, 圃場整備の推進, 経営

面積の拡大が, 畦畔・法面管理作業の負担を相対的に突

出させていることを示している｡ 藤田ら (2002) は, 規

模拡大の実績を持つ中山間地域の生産者に対する聞き取

り調査から, 傾斜地では草刈り等の管理労力が多大で,

中山間地域では平坦地に対する生産条件の格差が存在し

ていることを明らかにしている｡ このような状況を背景

に, 畦畔植生管理の省力化技術の開発が中山間地域の農

業現場から強く求められている｡

畦畔植生管理の省力化技術の一つとして, 地被植物で

地表面を覆うことによって植生を管理する方法がある｡

地被植物とは ｢群植することによって密に被覆する植物

を総称｣ したもので ｢用途本位の呼称であるため草本・

木本の別, 野生・園芸植物の別を問わない｣ と定義され

ている (小沢ら, 1987)｡ 地被植物の利用技術は被覆植

生で光を遮断し雑草の発生・生育を抑制することをねらっ

たものである｡ また, アレロパシー活性のある地被植物

の利用についても検討されている (藤井, 2001)｡ 地被

植物を利用した省力的な畦畔植生管理技術を開発するた

めには, 導入する地域への適用性が高い地被植物を明ら

かにすることは極めて重要である｡ これまで, 被覆速度

や法面の保護効果, 開花特性などから地被植物について

比較検討された報告があるが (福島ら, 1995；福嶋ら,

1998；加藤ら, 2003；大谷ら, 2007), 本県の高標高地

域にみられるような冬季の多雪寒冷条件での検討はほと

んど行われていない｡ 本研究では, 大規模畦畔が多い本

県の北部高標高地域を想定し, 地被能力や草高, 越冬性,

開花などの生育特性から畦畔植生管理に適用可能な地被

植物を選定することを目的とした｡

材料および方法

旧広島県立農業技術センター高冷地研究部内の水田転

換畑 (広島県北広島町大朝, 標高400ｍ, 多湿黒ボク土)

において, 表１に示す50種類の地被植物を供試して試験

を行った｡ イネ科植物は10�／㎡の種子量で均一散播し,
その他の草種は直径9㎝のポット苗を株間30㎝, 条間30

㎝で１㎡の試験区 (1連制) に9株ずつ定植した｡ 定植時

期は, コウリンタンポポ, リュウノヒゲが1996年4月22

日, セイヨウノコギリソウが1996年6月13日, ケンタッ

キーブルーグラス, ベントグラス類, ブタナ, サツマノ

ギクが1996年9月27日, ガザニア‘クイーン’が1997年6

月6日, その他の種類は1996年4月18日である｡ 期間を通

じて施肥は行わなかった｡ 供試植物の特性を明らかにす
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表１ 試験に供試した植物一覧



るため, 1996年6月16日から1997年12月25日まで約2週間

おきに被度, 草高, 開花状況を調査した｡ 被度は地面を

被覆する能力を, 草高は畦畔導入時の農作業への影響や

雑草との競争力を, 開花状況は景観形成効果を把握する

ためである｡ ただし, 1996年12月から1997年2月までは

積雪のため調査を実施しなかった｡

結 果

試験期間中の平均気温および降水量の推移を図1に示

す｡ 気温は1996年4月が平年より低く, 1997年11月から1

2月にかけて平年より高く推移した｡ 期間内に氷点下を

記録した日数は, 1996年10月から1997年4月までが128日,

1997年10月から12月までが25日であった｡ 最低気温の極

値は, 1997年2月13日の氷点下13�3℃であった｡ 降水量
は1996年12月および1997年5月, 7月および11月が平年よ

り多かった｡ 積雪を記録した日数は1996年11月から1997

年4月までが74日で, 1997年10月から12月までが3日であっ

た｡ 積雪量は1996年から1997年にかけて平年よりやや多

く (図2), この時期の根雪期間は80日に及んだ｡

供試した各種類の被度, 草高, 開花に関するデータを

表2に示した｡ 試験期間中に被度が100％に達したのは,

マツバギク, リシマキア, ヒペリカムカリシナム等の30

種類であった｡ そのうち, 被度85％到達までの日数が100

日以下と比較的短かったのはマツバギク, バーベナ‘タ

ピアン’, バーベナ‘テネラ’等の種類であった｡ 1997

年3月5日の被度が, 前年の最高値の85％以上を維持した

のはヒペリカムカリシナム, メキシコマンネングサ, ビ

ンカマジョール等の18種類であった｡ 1996年から1997年

にかけての冬季に被度が低下し, 前年並みの被度まで回

復できなかったのは, ダイアンサス‘アルベルネンシス’,

ダイアンサス‘ライオンロック’, テイカカズラ等の9

種類であった｡ 開花期間が4か月以上と比較的長かった

のは, マツバギク, ヒペリカムカリシナム, ポテンティ

ラ等の10種類であった｡ 着花密度が高かったのは, マツ

バギク, イモカタバミ, シバザクラ‘オータムローズ’

等の16種類であった｡ なお, バミューダグラス‘サンデ

ビル’は全く発芽しなかった｡

考 察

畦畔管理に適する地被植物としては次のような特性が

必要と考えられる｡ ①宿根性で生長速度が速く密に地表

面を覆うこと, ②暑さや寒さ, 乾燥, 積雪などに強く環

境適応力に優れること, ③雑草との競争力を持ちつつ農

作業に支障をきたしたり下側の圃場に陰を作らない適度

な草高であること, ④病害虫や生理的障害が発生しにく

く群落が長期間安定していること, ⑤繁殖が容易である

こと, ⑥雑草化しないこと, ⑦有用植物の病害虫の寄主

とならないことなどである｡ また, 花や葉が美しいこと

は, 景観向上といった副次的な効果が期待できる｡ 本研

究では, 表2に示した供試植物の生育特性に関して, 表3

に示す評価基準に基づき評価を行った (表4)｡ 被覆率が

高く, かつ被覆速度が速いマツバギク, アークトテカ等

の7種類は地被能力が特に優れると考えられる｡ また,

冬季の被度低下が小さいシバザクラ‘オータムローズ’
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図２ 試験期間中の積雪深の推移

図１ 試験期間中の平均気温と降水量の推移
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表２ 試験に供試した地被植物の生育特性 (1996～1997)



等の18種類は耐寒雪性が特に優れる｡ これらの草種は試

験期間中の凍結や積雪下でも茎葉の損傷が比較的小さく,

ほぼ県内全域で越冬が可能と考えられる｡ 冬季間に被度

が低下するものの夏季に回復し高い被度が確保できたマ

ツバギク等の21種類は, 積雪が少なく氷点下となる日が

少ない県内中部以南の地域で越冬可能と考えられる｡ 開

花期間や着花密度から景観形成効果が期待できるのはマ

ツバギク, イモカタバミ, シバザクラ類, アジュガ, ギ

ンパイソウ, アークトテカ, セイヨウノコギリソウの16

種類であった｡

植物の越冬性とは, 冬季間に受ける各種のストレスに

対する抵抗性 (耐冬性) と越冬後の再生能力を総合した

広い概念である (小林ら, 1978)｡ また, 冬季間の障害

は大きく凍害 (寒害) と雪害の２つに分けられる (天野

ら, 1981)｡ また, 積雪によって植物体が凍結するよう

な低温から護られるとも言われている (田瀬ら, 1996)｡

試験期間中に供試草種が受けたストレスを寒害と雪害に

明確に区分することは困難であるが, 1996年から1997年

にかけての積雪量は平年より多く, 根雪期間も80日に及

んだ｡ このことから, 本試験では積雪による影響をより

強く受けたものと考えられる｡

畦畔植生管理に利用するために最も重要な特性である

地被能力を重視し, 雑草との競争力を有し農作業の支障

とならない草高であること, 県内における広域適応性,

開花特性から景観形成効果などを総合的に評価した結果,

マツバギク, シバザクラ類 (9品種), アークトテカを有

望度の高い種類として選定した｡ 特にシバザクラ類につ

いては, 一部の品種を除いて地被能力が高く, 越冬性に

極めて優れることから県内北部高標高地域で適用性が高

い｡ また, 開花期間はやや短いものの開花盛期には茎葉

を覆い尽くすほど着花密度が高く景観形成効果に優れる

ことから最も有望である｡ シバザクラ類は品種数が多く,

品種によって地被能力や耐湿性, 花色, 開花期間が異な

ることから, 利用に当たっては予備的に試験植栽を行う

などの確認が必要である｡ シバザクラ類に比べて越冬性

がやや劣るマツバギクおよびアークトテカは積雪が少な

く凍結しにくい地域に好適と考えられる｡

ツルマンネングサ, メキシコマンネングサ, ポテンティ
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表３ 地被植物各特性の評価基準
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表４ 試験に供試した地被植物の各種特性評価と有望度



ラ, ビンカミノール, コウリンタンポポ, ローマンカモ

ミールの6草種は着花密度が低いものの, 地被能力, 越

冬性がやや優れ, 草高も問題がないことからやや有望と

考えられる｡ バーベナ‘タピアン’は, 越冬性は劣るも

のの地被能力に優れ景観形成効果も期待できる｡

今回選定したシバザクラ類, アークトテカについては,

福嶋ら (1998) も早期に土壌面を被覆し乾燥に耐え, 法

面を保護するのに適し, 開花によって景観が優れる草種

として選定している｡ 藤井 (2001) はアレロパシー活性

の強い地被植物として, シバザクラ, アークトテカ, マ

ツバギクを挙げており, この点についても期待できる｡

大谷ら (2007) は, アークトテカは冬季に枯れ上るもの

の春季に再生するが北斜面では生存部分が少なく, 南斜

面より回復が遅れることを指摘しており, 利用するうえ

で留意する必要がある｡ なお, 有望3草種については,

試験期間中に種子の結実や病害虫の発生は認められなかっ

た｡ しかし, 条件が異なる地域では, 雑草化や有用作物

の病害虫の中間宿主となる可能性があるので, この点に

ついてはさらに詳細な調査が必要と考えられる｡

摘 要

広島県の北部高冷地域の条件において, 50草種の地被

植物を供試して, 畦畔植生管理に適用可能な草種の選定

を試みた｡ 地被能力, 草高, 越冬性, 景観形成効果など

を総合的に評価した結果, 北部高冷地域に最も好適な草

種としてシバザクラ類を選定した｡ アークトテカ, マツ

バギクは, 越冬性はやや劣るもののその他の特性が極め

て優れる｡
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